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（別紙１） 

○ 「相談支援従事者研修事業の実施について」（平成 18 年 4月 21 日障発 第 0421001 号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）【新旧対照表】 

（変更点は下線部） 

改 正 後 現 行 

障 発 第 04 2 1 0 0 1 号 

平成 18 年 4 月 21 日 

一部改正 障 発 第 07 2 5 0 0 1 号 

平成 19 年 7 月 25 日 

 一部改正 障 発 第 06 2 6 0 0 1 号 

平成 20 年 6 月 26 日 

一部改正 障 発 第 1026 第 1 号 

平成 23 年 10 月 26 日 

 一部改正 障 発 第 0702 第 6 号 

平 成 24 年 7 月 2 日 

一部改正 障発第 0329 第 17 号 

平成 25 年 3 月 29 日 

 

 

   都道府県知事 

   指定都市市長 

 

 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長 

 

 

相談支援従事者研修事業の実施について 

障 発 第 04 2 1 0 0 1 号 

平成 18 年 4 月 21 日 

一部改正 障 発 第 07 2 5 0 0 1 号 

平成 19 年 7 月 25 日 

 一部改正 障 発 第 06 2 6 0 0 1 号 

平成 20 年 6 月 26 日 

一部改正 障 発 第 1026 第 1 号 

平成 23 年 10 月 26 日 

 一部改正 障 発 第 0702 第 6 号 

平 成 24 年 7 月 2 日 

 

 

 

 

   都道府県知事 

   指定都市市長 

 

 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長 

 

 

相談支援従事者研修事業の実施について 

各        殿 各        殿 
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 障害者ケアマネジメントの従事者に対する研修事業については、これまで

は「障害者ケアマネジメント体制支援事業の実施について」（平成１５年５

月２８日障発第０５２８００１号本職通知）等に基づき実施し、その充実を

図ってきたところであるが、今般、障害者自立支援法（平成 17 年法律第 123

号。平成 25年４月からは障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律）の実施に伴い、相談支援事業が市町村の行う地域生活支援事業

として位置づけられ、また、指定相談支援に従事する者については、相談支

援従事者研修の受講が要件となることから、別紙のとおり「相談支援従事者

研修事業実施要綱」を新たに定め、平成１８年４月１日から実施することと

したので、関係機関等に対し本事業を周知するとともに、本事業の円滑な運

営について特段のご配慮をお願いする。 

 なお、これに伴い、「障害者ケアマネジメント体制支援事業の実施につい

て」（平成１５年５月２８日障発第０５２８００１号本職通知）は廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者ケアマネジメントの従事者に対する研修事業については、これまで

は「障害者ケアマネジメント体制支援事業の実施について」（平成１５年５

月２８日障発第０５２８００１号本職通知）等に基づき実施し、その充実を

図ってきたところであるが、今般、障害者自立支援法（平成１７年法律第１

２３号）の実施に伴い、相談支援事業が市町村の行う地域生活支援事業とし

て位置づけられ、また、指定相談支援に従事する者については、相談支援従

事者研修の受講が要件となることから、別紙のとおり「相談支援従事者研修

事業実施要綱」を新たに定め、平成１８年４月１日から実施することとした

ので、関係機関等に対し本事業を周知するとともに、本事業の円滑な運営に

ついて特段のご配慮をお願いする。 

 なお、これに伴い、「障害者ケアマネジメント体制支援事業の実施につい

て」（平成１５年５月２８日障発第０５２８００１号本職通知）は廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

（別紙） 

相談支援従事者研修事業実施要綱 

 

１～11 （略） 

 

（別表１）                                                          

相談支援従事者初任者研修標準カリキュラム 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

１ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の概要及び

相談支援事業従事者の役割に関する講義   （６．５時間） 

障害者の日常

生活及び社会

生活を総合的

に支援するた

めの法律の概

要 

障害者の日常生活

及び社会生活を総

合的に支援するた

めの法律及び児童

福祉法の趣旨、目的

やサービス内容の

基本的な理解を深

める。 

障害者の日常生活

及び社会生活を総

合的に支援するた

めの法律における

ケアマネジメント

の制度化と市町村

における相談支援

これまでの障害福祉の概要と制度

の変遷を踏まえ、利用者の自立支

援を図るために必要な障害福祉

サービス及び児童福祉法による

サービスの意義と目的等、制度の

概要を理解する。（自立支援給付

、地域生活支援事業、自立支援医

療、補装具、利用者負担減免措置

、障害福祉計画、不服申し立て及

び障害児通所支援等についてふ

れる。） 

また、地域移行支援、地域定着支

援及び障害児相談支援の目的、対

象者、支援内容、留意点などを理

３．０ 

（別紙） 

相談支援従事者研修事業実施要綱 

 

１～11 （略） 

 

（別表１）                                                          

相談支援従事者初任者研修標準カリキュラム 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

１ 障害者自立支援法の概要及び相談支援事業従事者の役割に関する講義  

 （６．５時間） 

障害者自立支

援法の概要 

障害者自立支援法

及び児童福祉法の

趣旨、目的やサービ

ス内容の基本的な

理解を深める。 

障害者自立支援法

におけるケアマネ

ジメントの制度化

と市町村における

相談支援事業の役

割を理解する。 

 

 

 

これまでの障害福祉の概要と制度

の変遷を踏まえ、利用者の自立支

援を図るために必要な障害福祉

サービス及び児童福祉法による

サービスの意義と目的等、制度の

概要を理解する。（自立支援給付

、地域生活支援事業、自立支援医

療、補装具、利用者負担減免措置

、障害福祉計画、不服申し立て及

び障害児通所支援等についてふ

れる。） 

また、地域移行支援、地域定着支

援及び障害児相談支援の目的、対

象者、支援内容、留意点などを理

３．０ 
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事業の役割を理解

する。 

解する。 

 

障害者の日常

生活及び社会

生活を総合的

に支援するた

めの法律等に

おける計画作

成とサービス

提供のプロセ

ス 

サービス提供に当

たっての一連のプ

ロ セ ス を 理 解 

する。 

障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律にお

けるサービス提供のプロセス（申

請、サービス等利用計画案の作成

、支給決定、サービス等利用計画

の作成、個別支援計画の作成、モ

ニタリング）を理解する。 

特に、サービス等利用計画と個別

支援計画の関係及び相談支援専

門員とサービス管理責任者との

連携について理解する。 

２．０ 

相談支援の基

本姿勢 

相談支援において

重視すべき理念等

について理解する。 

ケアマネジメントにおける基本

姿勢について理解する。例えば①

ノーマライゼーションの実現、②

自立と社会参加、③主体性、自己

決定の尊重・支援、④地域におけ

る生活の個別支援、⑤エンパワメ

ントの視点などについて具体的

な場面を想定して説明する。 

１．５ 

 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

２ ケアマネジメントの手法に関する講義（８時間） 

解する。 

 

障害者自立支

援法等におけ

る計画作成と

サービス提供

のプロセス 

サービス提供に当

たっての一連のプ

ロ セ ス を 理 解 

する。 

障害者自立支援法におけるサービ

ス提供のプロセス（申請、サービ

ス等利用計画案の作成、支給決定

、サービス等利用計画の作成、個

別支援計画の作成、モニタリング

）を理解する。 

特に、サービス等利用計画と個別

支援計画の関係及び相談支援専

門員とサービス管理責任者との

連携について理解する。 

 

２．０ 

相談支援の基

本姿勢 

相談支援において

重視すべき理念等

について理解する。 

ケアマネジメントにおける基本

姿勢について理解する。例えば①

ノーマライゼーションの実現、②

自立と社会参加、③主体性、自己

決定の尊重・支援、④地域におけ

る生活の個別支援、⑤エンパワメ

ントの視点などについて具体的

な場面を想定して説明する。 

１．５ 

 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

２ ケアマネジメントの手法に関する講義（８時間） 
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ケアマネジメ

ント（概論） 

ケアマネジメント

のプロセスと技術

について理解する

。 

ケアマネジメントの目的、プロセ

ス（アセスメント、プランニング

、モニタリング等）、障害者の生

活ニーズの捉え方など障害者ケ

アマネジメントの概論を理解す

る。 

２ 

ケアマネジメ

ントの実践 

実例を通して、ア

セスメント・サー

ビス利用計画作成

・社会資源の活用

と調整、モニタリ

ングを理解する。 

サービス等利用計画の作成事例を

もとに、前半２日間の講義を受け

て一連のプロセスをシミュレーシ

ョンし理解する。（相談面接から

主訴の把握、生活機能とその背景

の把握、利用者の状況等、事例検

討等を行うことにより、アセスメ

ント等の理解を深める。生活の目

標に向けたサービス及び 社会資

源の活用と調整等やモニタリング

の具体的内容について理解する。

） 

６ 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

３ 障害者の地域支援に関する講義（６時間） 

障害児者の地

域生活支援 

障害児者の地域生

活における社会資

源の役割や支援内

容を理解する。 

障害者の地域生活において、ＩＣ

Ｆの視点をもとに人的支援、環境

整備、就労支援、家族支援、医療

、教育などの支援について実情を

具体的に理解する。（例えば障害

１．５ 

ケアマネジメ

ント（概論） 

ケアマネジメント

のプロセスと技術

について理解する

。 

ケアマネジメントの目的、プロセ

ス（アセスメント、プランニング

、モニタリング等）、障害者の生

活ニーズの捉え方など障害者ケ

アマネジメントの概論を理解す

る。 

２ 

ケアマネジメ

ントの実践 

実例を通して、ア

セスメント・サー

ビス利用計画作成

・社会資源の活用

と調整、モニタリ

ングを理解する。 

サービス等利用計画作成費対象者

の事例をもとに、前半２日間の講

義を受けて一連のプロセスをシミ

ュレーションし理解する。（相談

面接から主訴の把握、生活機能と

その背景の把握、利用者の状況等

、事例検討等を行うことにより、

アセスメント等の理解を深める。

生活の目標に向けたサービス及び

 社会資源の活用と調整等やモニ

タリングの実際を理解する。） 

 

６ 

 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

３ 障害者の地域支援に関する講義（６時間） 

障害児者の地

域生活支援 

障害児者の地域生

活における社会資

源の役割や支援内

容を理解する。 

障害者の地域生活において、ＩＣ

Ｆの視点をもとに人的支援、環境

整備、就労支援、家族支援、医療

、教育などの支援について実情を

具体的に理解する。（例えば障害

１．５ 
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者支援施設や精神科病院からの

地域移行事例や重症心身障害児

の地域生活事例などを例に、障害

児者の地域生活における課題解

決のための社会資源の活用につ

いてふれる。） 

相談支援にお

ける権利擁護

と虐待防止 

ケアマネジメント

プロセス全般にお

ける権利擁護の視

点と虐待防止など

において果たすべ

き役割を理解する

。 

具体的なケアマネジメント事例を

通して障害者の権利擁護について

理解する。また、障害者虐待防止

法の概要と、各事業所が果たすべ

き役割を理解する。その上で、成

年後見制度や日常生活自立支援

事業等の関連制度の重要性につ

いても理解する。 

１．５ 

協議会の役割

と活用 

協議会の必要性と

運営方法について

理解する。 

地域の社会資源の整備状況等のア

セスメント（地域診断）を行い、

その地域の課題を理解するとと

もに、協議会の役割を踏まえ、地

域づくりのステップアップにつ

いて理解する。 

また、地域の相談支援事業所への

支援などの基幹相談支援センタ

ーの役割及び同センターと協議

会との関係について理解する。 

 

３ 

者支援施設や精神科病院からの

地域移行事例や重症心身障害児

の地域生活事例などを例に、障害

児者の地域生活における課題解

決のための社会資源の活用につ

いてふれる。） 

相談支援にお

ける権利擁護

と虐待防止 

ケアマネジメント

プロセス全般にお

ける権利擁護の視

点と虐待防止など

において果たすべ

き役割を理解する

。 

具体的なケアマネジメント事例を

通して障害者の権利擁護について

理解する。また、障害者虐待防止

法の概要と、各事業所が果たすべ

き役割を理解する。その上で、成

年後見制度や日常生活自立支援

事業等の関連制度の重要性につ

いても理解する。 

１．５ 

地域自立支援

協議会の役割

と活用 

地域自立支援協議

会の必要性と運営

方法について理解

する。 

地域の社会資源の整備状況等のア

セスメント（地域診断）を行い、

その地域の課題を理解するとと

もに、自立支援協議会の役割を踏

まえ、地域づくりのステップアッ

プについて理解する。 

また、地域の相談支援事業所への

支援などの基幹相談支援センタ

ーの役割及び同センターと自立

支援協議会との関係について理

解する。 

３ 
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科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

４ ケアマネジメントプロセスに関する演習（１１時間） 

実習ガイダ

ンス 

実際の事例を選定

して、ケアマネジ

メントプロセスを

個別学習すること

によって、演習に

つなげる。※ 

実習の目的、ねらい、方法、ア

セスメントツールについて解説

を行う。 

１ 

演習Ⅰ 課外実習で作成し

た各自のアセスメ

ント表、サービス

等利用計画案を発

表し、相互の事例

の理解を深める。 

各自の事例を発表し、情報交換

し、演習Ⅱの事例を選択する。 

３  

 

 

 

７ 

演習Ⅱ 模擬的なサービス

担当者会議を通じ

て事例検討を行い

ケアマネジメント

手法を具体的に理

解する。 

グループによって選択した事例

をもとに役割を分担して模擬的

なサービス担当者会議等を行い

、サービス等利用計画書を完成

させる。 

４ 

演習のまと

め 

発表事例の事後的

・客観的評価によ

り実習・演習の総

発表事例の中から数例を選び、

モニタリングの方法、事後的・

客観的評価を行うことにより、

３ 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

４ ケアマネジメントプロセスに関する演習（１１時間） 

実習ガイダ

ンス 

実際の事例を選定

して、ケアマネジ

メントプロセスを

個別学習すること

によって、演習に

つなげる。※ 

実習の目的、ねらい、方法、ア

セスメントツールについて解説

を行う。 

１ 

演習Ⅰ 課外実習で作成し

た各自のアセスメ

ント表、サービス

等利用計画案を発

表し、相互の事例

の理解を深める。 

各自の事例を発表し、情報交換

し、演習Ⅱの事例を選択する。 

３  

 

 

 

７ 

演習Ⅱ 模擬的なサービス

担当者会議を通じ

て事例検討を行い

ケアマネジメント

手法を具体的に理

解する。 

グループによって選択した事例

をもとに役割を分担して模擬的

なサービス担当者会議等を行い

、サービス等利用計画書を完成

させる。 

４ 

演習のまと

め 

発表事例の事後的

・客観的評価によ

り実習・演習の総

発表事例の中から数例を選び、

モニタリングの方法、事後的・

客観的評価を行うことにより、

３ 
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※ 在宅の事例を１事例選定し、ケアマネジメントプロセスを課外実習す

る。 

 

（別表２）                                                              

相談支援従事者現任研修標準カリキュラム 

 

科  目 獲 得 目 標 内   容 時間数 

１ 講義（６時間） 

障害者福祉の

動向について 

障害者福祉施策及

び関連施策に関す

る最新の動向を理

解する。 

障害者福祉施策の他、介護保険制

度、生活保護、年金、医療、労働

等、関連施策の最新の動向につい

て理解する。 

１ 

地域生活支援

事業について 

地域生活支援事業

に関連する事例

を分析し、専門的

な支援が必要な事

例の支援方法を学

ぶ。  

地域生活支援事業の事業内容に

ついて、事例を通してその事業の

活用方法を理解するとともに、専

門的な支援が必要な事例の支援方

法を検討する。 

（例）発達障害児者の支援、高次

脳機能障害者の支援、権利擁護（

１ 

括を行う。 総合的な援助の方針及び目標設

定の整合性を確認し、ケアマネ

ジメントについての理解を深め

る。 

合   計 ３１．５ 

※ 在宅の事例を１事例選定し、ケアマネジメントプロセスを課外実習す

る。 

 

（別表２）                                                              

相談支援従事者現任研修標準カリキュラム 

 

科  目 獲 得 目 標 内   容 時間数 

１ 講義（６時間） 

障害者福祉の

動向について 

障害者福祉施策及

び関連施策に関す

る最新の動向を理

解する。 

障害者福祉施策の他、介護保険制

度、生活保護、年金、医療、労働

等、関連施策の最新の動向につい

て理解する。 

１ 

地域生活支援

事業について 

地域生活支援事業

に関連する事例

を分析し、専門的

な支援が必要な事

例の支援方法を学

ぶ。  

地域生活支援事業の事業内容に

ついて、事例を通してその事業の

活用方法を理解するとともに、専

門的な支援が必要な事例の支援方

法を検討する。 

（例）発達障害児者の支援、高次

脳機能障害者の支援、権利擁護（

１ 

括を行う。 総合的な援助の方針及び目標設

定の整合性を確認し、ケアマネ

ジメントについての理解を深め

る。 

合   計 ３１．５ 



9 
 

虐待防止）に関する取り組み、障

害者就業・生活支援センターによ

る就労支援など。 

相談支援の基

本姿勢及びプ

ロセスについ

て 

相談支援において

重視すべき理念及

び相談支援の意義

や役割等について

理解する。 

相談支援専門員としての基本的姿

勢、役割、専門性を理解する。①

ノーマライゼーションの実現、②

自立と社会参加、③主体性、自己

決定の尊重・支援、④地域におけ

る生活の個別支援、⑤エンパワメ

ントの視点などについて具体的

な場面を想定して説明する。また

、「個別支援計画に至るまでの支

援」、「ニーズの掘り起こし」な

ど多様な相談支援の在り方につい

て理解する。 

２ 

協議会につい

て 

協議会の運営等、

地域の関係機関と

のネットワークづ

くりについて理解

する。 

協議会の運営、地域課題へのアプ

ローチ方法（地域診断から課題抽

出へ至る）について整理するとと

もに、地域生活支援のネットワー

クづくり、社会資源の開発方法を

検討する。 

２ 

２ 障害者ケアマネジメントに関する演習（１２時間） 

障害者ケアマ

ネジメントの

実践（演習） 

支援事例等の検討

を行い相談支援従

事者としての実務

各受講者の相談支援事例を発表し

支援の検証を行う。発表事例や対

応困難な事例について、演習方法

６ 

虐待防止）に関する取り組み、障

害者就業・生活支援センターによ

る就労支援など。 

相談支援の基

本姿勢及びプ

ロセスについ

て 

相談支援において

重視すべき理念及

び相談支援の意義

や役割等について

理解する。 

相談支援専門員としての基本的姿

勢、役割、専門性を理解する。①

ノーマライゼーションの実現、②

自立と社会参加、③主体性、自己

決定の尊重・支援、④地域におけ

る生活の個別支援、⑤エンパワメ

ントの視点などについて具体的

な場面を想定して説明する。また

、「個別支援計画に至るまでの支

援」、「ニーズの掘り起こし」な

ど多様な相談支援の在り方につい

て理解する。 

２ 

自立支援協議

会について 

自立支援協議会の

運営等、地域の関

係機関とのネット

ワークづくりにつ

いて理解する。 

自立支援協議会の運営、地域課題

へのアプローチ方法（地域診断か

ら課題抽出へ至る）について整理

するとともに、地域生活支援のネ

ットワークづくり、社会資源の開

発方法を検討する。 

２ 

２ 障害者ケアマネジメントに関する演習（１２時間） 

障害者ケアマ

ネジメントの

実践（演習） 

支援事例等の検討

を行い相談支援従

事者としての実務

各受講者の相談支援事例を発表し

支援の検証を行う。発表事例や対

応困難な事例について、演習方法

６ 
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能力を向上させ

る。  

により、ケアマネジメントプロセ

スの実施状況、チームアプローチ

のあり方等について、自己評価を

含め、総合的な視点で検討する。 

スーパーバイ

ズ 

スーパーバイズ

を経験すること

により、相談支援

の質を確保する

方法を理解する。 

演習で発表した事例の中から選

んだ数例について、自己評価とあ

わせて、講師又は受講生相互によ

るスーパーバイズを経験するこ

とにより、サービス等利用計画作

成、サービス担当者会議の運営、

モニタリング等に係るポイント、

社会資源の開発改良のポイント

を理解する。 

６ 

合   計 １８ 

 

（別表３）                                                              

専門コース別研修標準カリキュラム 

 

１．（略） 

２．権利擁護・成年後見制度 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

1日目 1.各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 権利擁護に関する

各種法制度の基本

的な理解を深める

・障害者権利条約、障害者虐待防

止法等の法制度概要 

・成年後見制度、日常生活自立支

２．５ 

能力を向上させ

る。  

により、ケアマネジメントプロセ

スの実施状況、チームアプローチ

のあり方等について、自己評価を

含め、総合的な視点で検討する。 

スーパーバイ

ズ 

スーパーバイズ

を経験すること

により、相談支援

の質を確保する

方法を理解する。 

演習で発表した事例の中から選

んだ数例について、自己評価とあ

わせて、講師又は受講生相互によ

るスーパーバイズを経験するこ

とにより、サービス等利用計画作

成、サービス担当者会議の運営、

モニタリング等に係るポイント、

社会資源の開発改良のポイント

を理解する。 

６ 

合   計 １８ 

 

（別表３）                                                              

専門コース別研修標準カリキュラム 

 

１．（略）  

２．権利擁護・成年後見制度 

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

1日目 1.各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 権利擁護に関する

各種法制度の基本

的な理解を深める

・障害者権利条約、障害者虐待防

止法等の法制度概要 

・成年後見制度、日常生活自立支

２．５ 
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。 援事業の制度概要 

権利侵害・虐待 虐待の定義、実情

の理解を深める。 

・虐待の定義、内容 

・権利侵害の状況 

１．０ 

各機関の役割 関係機関の役割を

学ぶ。 

・弁護士等の職能団体、都道府県

権利擁護センター、行政等の関係

機関の職務、職域概要 

１．０ 

実践事例報告 

（シンポジウ

ム形式） 

相談支援事業所

の役割、関係機関

との連携について

学ぶ。 

・障害児者への虐待、権利侵害事

例に対する具体的実践 

・協議会の活用 

・関係機関の役割分担、連携方法 

２．５ 

2日目 2.相談支援に必要な権利擁護の視点（演習） 

実践事例の報

告 

（演習Ⅰ） 

相談支援の役割、

関係機関との連

携等による支援方

法の視点を広げる

。 

・障害児者の権利を保障する支援

方法や介入、機関連携について、

グループワークを行う。 

３．０ 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習Ⅱ） 

具体的に事例を使

い権利擁護、虐待

防止の支援体制作

り（地域連携）を

検討する。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループ発表し、全体で共有し

、再度振り返る。 

３．０ 

総 括 研修のポイントの

再確認 

・自己の事例について、アドボカ

シーやエンパワメント等の視点を

含め、相談支援の実践を振り返る

１．０ 

。 援事業の制度概要 

権利侵害・虐待 虐待の定義、実情

の理解を深める。 

・虐待の定義、内容 

・権利侵害の状況 

１．０ 

各機関の役割 関係機関の役割を

学ぶ。 

・弁護士等の職能団体、都道府県

権利擁護センター、行政等の関係

機関の職務、職域概要 

１．０ 

実践事例報告 

（シンポジウ

ム形式） 

相談支援事業所

の役割、関係機関

との連携について

学ぶ。 

・障害児者への虐待、権利侵害事

例に対する具体的実践 

・自立支援協議会の活用 

・関係機関の役割分担、連携方法 

２．５ 

2日目 2.相談支援に必要な権利擁護の視点（演習） 

実践事例の報

告 

（演習Ⅰ） 

相談支援の役割、

関係機関との連

携等による支援方

法の視点を広げる

。 

・障害児者の権利を保障する支援

方法や介入、機関連携について、

グループワークを行う。 

３．０ 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習Ⅱ） 

具体的に事例を使

い権利擁護、虐待

防止の支援体制作

り（地域連携）を

検討する。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループ発表し、全体で共有し

、再度振り返る。 

３．０ 

総 括 研修のポイントの

再確認 

・自己の事例について、アドボカ

シーやエンパワメント等の視点を

含め、相談支援の実践を振り返る

１．０ 
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。 

・グループ内で自己の振り返りを

共有 

合 計 １４ 

３．地域移行・定着、触法  

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

1日目 1．各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 障害者の地域移行

に必要な各種法制

度の基本的な理解

を深める。 

・障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律等

を主とした法制度の概要 

・地域生活支援に関する制度（住

宅政策、日常生活自立支援事業等

）の概要 

４５分 

都道府県及び

市町村の地域

移行支援状況 

地域移行の現状、

地域の支援体制を

理解する。 

・地域移行の流れや関係者の役割

等 

・地域の実情や支援体制の説明 

４５分 

障害者及び家

族の理解 

障害者や家族の基

本的特性を理解す

る。 

・家族支援の在り方 等 １．０ 

1日目 2．障害者地域移行支援における相談支援（演習） 

実践事例の報

告 

（演習Ⅰ） 

障害者の地域移

行における相談

支援の役割と関わ

り方を獲得する。 

・相談支援従事者による地域移行

支援の状況の実践報告を受け、グ

ループワークを通して確認する。 

・実践報告の事例を通して、地域

１．５ 

。 

・グループ内で自己の振り返りを

共有 

合 計 １４ 

３．地域移行・定着、触法  

科  目 獲 得 目 標 内      容 時間数 

1日目 1．各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 障害者の地域移行

に必要な各種法制

度の基本的な理解

を深める。 

・障害者自立支援法等を主とした

法制度の概要 

・地域生活支援に関する制度（住

宅政策、日常生活自立支援事業等

）の概要 

 

４５分 

都道府県及び

市町村の地域

移行支援状況 

地域移行の現状、

地域の支援体制を

理解する。 

・地域移行の流れや関係者の役割

等 

・地域の実情や支援体制の説明 

４５分 

障害者及び家

族の理解 

障害者や家族の基

本的特性を理解す

る。 

・家族支援の在り方 等 １．０ 

1日目 2．障害者地域移行支援における相談支援（演習） 

実践事例の報

告 

（演習Ⅰ） 

障害者の地域移

行における相談

支援の役割と関わ

り方を獲得する。 

・相談支援従事者による地域移行

支援の状況の実践報告を受け、グ

ループワークを通して確認する。 

・実践報告の事例を通して、地域

１．５ 
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での関係機関と相談支援従事者等

の連携を確認する。 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習Ⅱ） 

具体的に事例を使

い障害者の地域移

行の体制作りを獲

得する。 

・受講者が事例を持ち寄り、それ

ぞれの抱えている課題を共有する

。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループごとに検討した内容を

発表し全体で共有する。 

・全体の共有の後に各グループで

再度振り返りをする。 

１．５ 

総 括 研修のポイントの

再確認 

・自己の事例を振り返る。 

・グループ内で自己の振り返りを

共有 

１．０ 

2日目 1．各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 触法障害者に関わ

る各種法制度の基

本的な理解を深め

る。 

・障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律・

心神喪失者等医療観察法・少年法

、地域生活定着支援事業等を主と

した法制度の概要や仕組みの説明 

４５分 

触法障害者等

への支援状況 

地域の触法障害者

の生活状況、支援

体制を理解する。 

・触法障害者への支援導入の流れ

や関係者の役割等の説明 

・地域生活定着支援センターの支

４５分 

での関係機関と相談支援従事者等

の連携を確認する。 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習Ⅱ） 

具体的に事例を使

い障害者の地域移

行の体制作りを獲

得する。 

・受講者が事例を持ち寄り、それ

ぞれの抱えている課題を共有する

。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループごとに検討した内容を

発表し全体で共有する。 

・全体の共有の後に各グループで

再度振り返りをする。 

１．５ 

総 括 研修のポイントの

再確認 

・自己の事例を振り返る。 

・グループ内で自己の振り返りを

共有 

１．０ 

2日目 1．各種法制度の概要及び相談支援従事者の役割を理解する。（講義） 

法制度の概要 触法障害者に関わ

る各種法制度の基

本的な理解を深め

る。 

・障害者自立支援法・心神喪失者

等医療観察法・少年法、地域生活

定着支援事業等を主とした法制度

の概要や仕組みの説明 

 

４５分 

触法障害者等

への支援状況 

地域の触法障害者

の生活状況、支援

体制を理解する。 

・触法障害者への支援導入の流れ

や関係者の役割等の説明 

・地域生活定着支援センターの支

４５分 
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援状況の説明 

・地域の実情や支援体制の説明 

触法障害者及

びその家族の

理解 

触法障害者や家族

の基本的特性を理

解する。 

・触法障害者の障害特性 

・家族支援の在り方 

１．０ 

2日目 2．触法障害者支援における相談支援（演習） 

実践事例の報

告 

（演習１） 

触法障害者支援

における相談支

援の役割と関わり

方を獲得する。 

・相談支援事業における触法障害

者支援の状況の実践報告を受け、

グループワークを通して確認する

。 

・実践報告の事例を通して、保護

観察官、社会復帰調整官、保護司

、教育関係者、相談支援従事者等

の連携を確認する。 

１．５ 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習２） 

具体的に事例を使

い触法障害者支援

の体制作りを獲得

する。 

・受講者の事例を持ちよりそれぞ

れの抱えている課題を共有する。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループごとに検討した内容を

発表し全体で共有する。 

・全体の共有の後に各グループで

再度振り返りをする。 

１．５ 

総 括 研修のポイントの ・自己の事例を振り返る。 １．０ 

援状況の説明 

・地域の実情や支援体制の説明 

触法障害者及

びその家族の

理解 

触法障害者や家族

の基本的特性を理

解する。 

・触法障害者の障害特性 

・家族支援の在り方 

１．０ 

2日目 2．触法障害者支援における相談支援（演習） 

実践事例の報

告 

（演習１） 

触法障害者支援

における相談支

援の役割と関わり

方を獲得する。 

・相談支援事業における触法障害

者支援の状況の実践報告を受け、

グループワークを通して確認する

。 

・実践報告の事例を通して、保護

観察官、社会復帰調整官、保護司

、教育関係者、相談支援従事者等

の連携を確認する。 

１．５ 

事例を活用し

実際に支援体

制を組み立て

る（演習２） 

具体的に事例を使

い触法障害者支援

の体制作りを獲得

する。 

・受講者の事例を持ちよりそれぞ

れの抱えている課題を共有する。 

・グループで1事例選択し、課題解

決に向けた支援体制作りを検討す

る。 

・グループごとに検討した内容を

発表し全体で共有する。 

・全体の共有の後に各グループで

再度振り返りをする。 

１．５ 

総 括 研修のポイントの ・自己の事例を振り返る。 １．０ 
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再確認 ・グループで自己の振り返りを共

有 

合 計 １３ 

４・５ （略）  

 

別紙１・別紙２ （略） 

 

再確認 ・グループで自己の振り返りを共

有 

合 計 １３ 

４・５ （略）  

 

別紙１・別紙２ （略） 

 


